
姫
路
市
街
地
の
西
南
、
手
柄
山
に
高
さ
約
二
七
メ
ー
ト
ル
の
「
太
平

洋
戦
全
国
戦
災
都
市
空
爆
死
歿
者
慰
霊
塔
」
が
登
え
て
い
る
。
一
九
五

六
年
（
昭
和
三
一
）
一

0
月
に
平
和
の
願
い
を
こ
め
て
建
て
ら
れ
た
も
の

で
、
塔
の
台
座
に
は
、
戦
災
都
市
の
一
っ
―
つ
が
マ
ー
ク
さ
れ
た
日
本

列
島
が
レ
リ
ー
フ
さ
れ
、
「
太
平
洋
戦
争
全
国
戦
災
都
市
空
爆
死
歿
者

の
霊
此
と
こ
ろ
に
眠
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
塔
の
左
右
に
は
一
都
九

九
市
一
三
町
の
都
市
名
、
被
爆
年
月
日
、
犠
牲
者
数
が
刻
ま
れ
た
側
柱

が
並
ん
で
い
る
。
太
平
洋
戦
争
末
期
、
一
九
四
四
年
（
昭
和
一
九
）
一
―

月
か
ら
、
一
九
四
五
年
（
昭
和
二

0
)
八
月
一
五
日
の
無
条
件
降
伏
の
日

ま
で
、
日
本
本
土
は
連
日
の
よ
う
に
マ
リ
ア
ナ
基
地
か
ら
飛
来
す
る

B

29
に
よ
り
爆
撃
を
受
け
、
各
地
で
何
百
万
と
い
う
市
民
が
災
熱
地
獄
に

た
た
き
こ
ま
れ
た
。

は
じ
め
に

姫
路
も
ま
た
、
何
度
か
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
空
襲
を
受
け
た
都
市
で

あ
る
。
な
か
で
も
、
六
月
二
二
日
川
西
航
空
機
姫
路
工
場
を
中
心
と
す

る
昼
間
爆
弾
攻
撃
と
、
七
月
三
日
深
夜
か
ら
四
日
未
明
に
か
け
て
の
全

市
街
地
焼
夷
弾
爆
撃
に
よ
る
二
回
の
大
空
襲
で
、
姫
路
市
は
ほ
と
ん
ど

壊
滅
し
た
。

こ
の
七
月
三
日
ー
四
日
の
姫
路
空
襲
は
、
六
月
一
七
日
か
ら
八
月
一

四
日
に
か
け
て
第
ニ
―
爆
撃
機
軍
団
（
マ
リ
ア
ナ
基
地
の
B
2
9
部
隊
）
に
よ

り
お
こ
な
わ
れ
た
「
中
小
都
市
工
業
地
区
に
対
す
る
焼
夷
弾
攻
撃
」
の

一
環
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
、
神
戸
お
よ
び
横
浜

①
 

と
い
う
「
大
都
市
工
業
地
区
に
対
す
る
焼
夷
弾
攻
撃
」
作
戦
が
、
六
月

一
五
日
第
四
次
大
阪
大
空
襲
に
よ
り
完
了
し
た
後
、
続
い
て
お
こ
な
わ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
「
五
二
都
市
が
全
面
的
に
破
壊
さ
れ
、
さ
ら
に

②
 

六
都
市
が
部
分
的
に
破
壊
さ
れ
た
」
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
激
烈
を
き
わ
め
た
空
襲
に
つ
い
て
実
態
や
被
害
状
況
を

明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
は
、
講
和
条
約
発
効
後
生
れ
た
私
達
が
親
と

米

軍

資

料

に

み

る

姫

路

空

襲

佐
々
木

和

子
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し
て
子
供
を
育
て
て
い
る
現
在
、
非
常
に
必
要
か
つ
大
切
な
こ
と
で
あ

る
。
近
年
、
市
民
が
自
分
達
の
手
で
実
態
を
記
録
し
よ
う
と
い
う
運
動

が
各
地
で
お
こ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
体
験
記
が
刊
行
さ
れ
た
。
一
方
、

日
本
、
ア
メ
リ
カ
双
方
の
公
式
記
録
を
は
じ
め
と
す
る
諸
資
料
に
よ
る

実
態
解
明
も
す
す
ん
で
い
る
。
大
阪
で
は
、
大
阪
空
製
研
究
会
訳
・
編

集
に
な
る
『
大
阪
大
空
襲
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
軍
資
料
」
(
-
九
八
五
年

三
月
）
が
刊
行
さ
れ
、
神
戸
で
は
、
二
月
四
日
の
神
戸
空
襲
に
つ
い
て
、

『
歴
史
と
神
戸
』
第
一
三
五
号
（
一
九
八
六
年
四
月
）
で
「
米
軍
資
料
に

よ
る
ニ
・
四
神
戸
空
襲
」
が
渡
辺
美
生
氏
に
よ
り
執
筆
さ
れ
、
三
月
一

七
日
と
六
月
五
日
の
神
戸
大
空
襲
に
つ
い
て
は
、
神
戸
市
史
紀
要
「
神

戸
の
歴
史
』
第
一
三
号
(
-
九
八
五
年
―
一
月
）
で
「
神
戸
空
襲
に
関
す

る
ア
メ
リ
カ
軍
資
料
、
戦
術
作
戦
任
務
報
告
」
と
し
て
、
高
橋
利
明
氏

に
よ
り
米
軍
資
料
が
翻
訳
、
解
説
さ
れ
て
い
る
。
姫
路
で
は
、
一
九
七

三
年
（
昭
和
四
八
）
六
月
に
姫
路
空
襲
を
語
り
つ
ぐ
会
に
よ
り
『
姫
路
空

爆
の
記
録
ー
恐
怖
の
昼
と
夜
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
七

月
三
日
深
夜
か
ら
四
日
未
明
に
か
け
て
の
姫
路
空
襲
に
関
す
る
第
ニ
―

爆
撃
機
軍
団
司
令
部
作
成
の
「
戦
術
作
戦
任
務
報
告
」

(
T
a
c
t
i
c
a
l
M
i
-

ssion 
R
e
p
o
r
t
)

の
内
容
を
紹
介
す
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
姫
路
空
襲

の
実
態
把
握
に
少
し
で
も
役
立
て
ば
幸
い
で
あ
る
。
資
料
の
所
在
は
ワ

シ
ン
ト
ン
の
国
立
公
文
書
館
で
あ
り
、
大
阪
府
平
和
祈
念
戦
争
資
料
室

が
入
手
し
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
利
用
し
た
。
本
稿
作
成
に
あ
た
り
、

多
く
の
助
言
と
指
導
を
頂
い
た
関
西
大
学
教
授
小
山
仁
示
氏
と
種
々
便

姫
路
爆
撃
命
令

宜
を
は
か
っ
て
下
さ
っ
た
大
阪
府
平
和
祈
念
戦
争
資
料
室
に
感
謝
す
る
。

な
お
、
原
文
で
は
グ
リ
ニ
ッ
ジ
時
間
ま
た
は
マ
リ
ア
ナ
時
間
が
使
わ

れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
す
べ
て
日
本
時
間
に
直
し
て
い
る
こ
と
を
こ

と
わ
っ
て
お
く
。

戦
術
作
戦
任
務
報
告
と
い
う
の
は
、
第
ニ
ー
爆
撃
機
軍
団
司
令
官
力

ー
チ
ス

•
E

・
ル
メ
イ
少
将
が
ワ
シ
ン
ト
ン
の
第
二
〇
航
空
軍
司
令
官

H
•
H
•

ア
ー
ノ
ル
ド
大
将
に
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
姫
路
空
襲
は
、

「
一
九
四
五
年
七
月
三
日
ー
四
日
の
高
松
、
高
知
、
姫
路
、
徳
島
に
対

す
る
焼
夷
弾
攻
撃
報
告
」
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
「
戦
術
作

戦
任
務
報
告
」
は
、
地
図
、
写
真
、
図
表
を
あ
わ
せ
て
全
文
六
五
頁
か

ら
成
り
、
本
文
に
あ
た
る
戦
術
説
明
が
一

0
頁
を
占
め
、
付
録
部
分
は

作
戦
、
天
候
、
通
信
、
情
報
、
総
合
統
計
概
要
、
第
ニ
―
爆
撃
機
軍
団

作
戦
命
令
、
配
布
先
の
七
部
門
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

報
告
書
の
冒
頭
に
は
、
「
一
九
四
五
年
七
月
三
日
付
、
第
ニ
―
爆
撃

機
軍
団
司
令
部
戦
闘
命
令

(Field

Order)

第
九
五
号
は
、
第
五
八
、

七
三
、
三
一
三
、
三
一
四
の
各
爆
撃
航
空
団

(
B
o
m
b
a
r
d
m
e
n
t
W
i
n
g
s
)
 

に
対
し
、
作
戦
任
務

(
M
i
s
s
i
o
n
)

二
四
七
号
ー
ニ
五

0
号
の
と
お
り
、

高
松
、
高
知
、
姫
路
、
徳
島
へ
の
焼
夷
弾
攻
撃
を
す
る
よ
う
指
令
し
た
」

と
あ
る
。
そ
し
て
、
指
定
さ
れ
た
目
標
と
し
て
、
作
戦
任
務
第
二
四
七
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号
は
第
五
八
航
空
団
が
高
松
都
市
地
域
、
作
戦
任
務
第
二
四
八
号
は
第

七
三
航
空
団
が
高
知
都
市
地
域
、
作
戦
任
務
第
二
四
九
号
は
第
三
一
三

航
空
団
が
姫
路
都
市
地
域
、
作
戦
任
務
第
二
五

0
号
は
第
三
一
四
航
空

団
が
徳
島
都
市
地
域
と
記
さ
れ
て
い
る
。

当
時
、
マ
リ
ア
ナ
基
地
の

B
2
9
部
隊
は
、
第
五
八
航
空
団
が
テ
ニ
ア

ン
西
飛
行
場
を
、
第
七
三
航
空
団
が
ア
イ
ズ
レ
イ
（
ア
ス
リ
ー
ト
）
飛
行

場
を
、
第
三
一
三
航
空
団
が
テ
ニ
ア
ン
北
飛
行
場
を
、
第
三
一
四
航
空

団
が
グ
ア
ム
北
飛
行
場
を
、
第
三
一
五
航
空
団
が
グ
ア
ム
北
西
飛
行
場

を
基
地
と
し
て
い
た
。
姫
路
空
襲
の
命
令
を
受
け
た
第
三
一
三
航
空
団

は
、
一
九
四
五
年
二
月
四
日
の
神
戸
空
襲
か
ら
日
本
土
爆
撃
に
加
わ
っ

た
部
隊
で
あ
る
。

一
九
四
四
年
一

0
月
―
二
日
に
一
番
機
が
到
着
し
た
マ
リ
ア
ナ
基
地

の
B
2
9
は
、
一

0
月
末
に
は
五
九
機
だ
っ
た
の
が
、
一
カ
月
平
均
百
機

以
上
の
割
合
で
増
加
し
、
戦
争
末
期
の
四
五
年
七
月
末
に
は
九
八
五
機

と
い
う
驚
く
べ
き
増
強
ぶ
り
を
示
し
た
。
六
月
一
七
日
か
ら
八
月
一
五

日
未
明
ま
で
、
中
小
都
市
に
対
す
る
延
べ
八

0
一
四
機
の
出
撃
、
五
万

四
一
八
四
ト
ン
の
焼
夷
弾
攻
撃
が
こ
れ
ら
の
基
地
か
ら
お
こ
な
わ
れ
た

の
で
あ
る
。

七
月
三
日
午
前
四
時
、
姫
路
を
含
む
四
都
市
地
域
へ
の
夜
間
爆
撃
命

令
す
な
わ
ち
作
戦
命
令
九
五
号
が
、
第
ニ
―
爆
撃
機
軍
団
司
令
官
ル
メ

イ
か
ら
各
航
空
団
に
対
し
出
さ
れ
た
。
第
三
一
三
航
空
団
に
対
し
て
は

三
箇
群
（
グ
ル
ー
。
フ
）
で
姫
路
都
市
地
域
を
攻
撃
す
る
よ
う
命
じ
て
い
た
。

発
進
は
三
日
午
後
四
時
三

0
分
、
招
載
弾
は
一
箇
群
が

M
4
7
焼
夷
弾
、

二
箇
群
が

M
6
9
焼
夷
弾
の
集
束
弾
、
攻
撃
高
度
は
一
万
フ
ィ
ー
ト
（
約

三
0
0
0
メ
ー
ト
ル
）
、
か
ら
一
万
八

0
0
フ
ィ
ー
ト
（
約
三
一
―

1
0
0
メ
ー
ト

ル）、

M
4
7
焼
夷
弾
と
、
最
良
の
レ
ー
ダ
ー
要
員
を
乗
せ
た
―
二
機
の
先

導
機
に
導
か
れ
た
主
力
部
隊
に
よ
る
も
の
と
し
た
。
攻
撃
は
、
こ
の
一

二
機
が
、
ま
ず
M
4
7
焼
夷
弾
を
投
下
し
た
う
え
、
目
標
上
空
で
七
十
分

以
内
に
集
中
し
て
攻
撃
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
爆
撃
投
下

後
直
ち
に
、
最
低
一
万
二

0
0
0
フ
ィ
ー
ト
（
約
三
七
0
0
メ
ー
ト
ル
）
ま

で
上
昇
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。

作
戦
命
令
九
五
号
は
、
姫
路
の
ほ
か
に
高
松
、
高
知
、
徳
島
へ
の
攻

撃
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
は
別
に
、
同
じ
七
月
三
日

l
四

日
、
第
三
一
三
航
空
団
に
よ
る
下
関
海
峡
、
船
川
、
舞
鶴
、
酒
井
湾
へ

の
機
雷
投
下
作
戦
が
命
令
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
作
戦
と
相
前
後
し
て
、

中
小
都
市
へ
の
焼
夷
弾
攻
撃
は
、
隔
日
ま
た
は
二
日
お
き
に
数
都
市
ず

っ
、
さ
ら
に
軍
事
産
業
施
設
へ
の
爆
撃
と
港
湾
へ
の
機
雷
投
下
が
く
り

か
え
さ
れ
て
い
た
。
七
月
三
日

l
四
日
空
襲
の
前
に
は
、
一
日
ー
ニ
日

に
呉
、
熊
本
、
宇
部
、
下
関
の
各
都
市
地
域
へ
の
焼
夷
弾
攻
撃
、
下
関

海
峡
、
七
尾
湾
、
伏
木
湾
へ
の
機
雷
投
下
作
戦
が
実
施
さ
れ
た
。
続
い

て
二
日
夜
に
は
、
和
歌
山
県
下
津
の
丸
善
石
油
を
目
標
に
爆
撃
が
お
こ

な
わ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
姫
路
空
襲
の
三
日
後
、
六
日

l
七
日
に
千
葉
、

明
石
、
清
水
、
甲
府
の
各
都
市
地
域
と
、
二
日
と
同
じ
丸
善
石
油
を
目

標
に
し
た
爆
撃
が
続
い
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
、
日
本
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本
土
各
地
は
連
日
連
夜
B
2
9
に
よ
る
大
量
攻
撃
の
恐
怖
に
さ
ら
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。姫

路
都
市
地
域
へ
の
攻
撃

姫
路
空
襲
に
関
す
る
「
戦
術
作
戦
任
務
報
告
」
は
、
目
標
で
あ
る
姫

路
市
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

姫
路
は
、
長
さ
約
ニ
マ
イ
ル
、
幅
約
一
・
五
マ
イ
ル
の
人
ロ
一
〇

万
四
0
0
0
人
の
都
市
で
あ
る
。
姫
路
は
、
山
陽
本
線
（
神
戸
ー

下
関
間
の
主
要
幹
線
）
、
広
畑
、
飾
磨
へ
の
支
線
、
日
本
海
側
へ
の

支
線
の
重
要
な
鉄
道
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
。
姫
路
は
重
要
な
軍
事

的
中
心
地
で
あ
り
、
ニ
カ
所
に
か
な
り
大
き
い
ミ
リ
タ
リ
ー
ゾ
ー

ン
が
あ
る
。
ま
た
、
川
西
航
空
機
の
組
立
工
場
が
あ
る
。

こ
の
記
述
か
ら
、
姫
路
を
鉄
道
の
重
要
拠
点
お
よ
び
軍
事
的
中
心
地

と
み
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
大
き
な
軍
事
産
業
施
設
と
し
て
川
西
飛

行
機
組
立
工
場
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
す
で
に
六
月
二
二
日
、
第
五
八
航

空
団
に
よ
る
昼
間
爆
弾
攻
撃
で
大
打
撃
を
う
け
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
目
標
地
域
へ
の
投
下
弾
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

す
べ
て
の
航
空
機
は
、
搭
載
量
一

0
0％
の
焼
夷
弾
、
焼
夷
集
束

弾
を
搭
載
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

第
三
一
三
航
空
団
の
一
箇
群
は
、

M
4
7
A
2
焼
夷
弾
を
搭
載
し
、

こ
の
搭
載
弾
は
、
「
高
度
に
建
物
が
密
集
し
、
人
口
が
稲
密
で
燃
え

や
す
い
都
市
」
な
の
で
、
「
M
4
7
A
2
弾
と
、

E
4
6
集
束
弾
を
組
み
合

わ
せ
た
焼
夷
弾
攻
撃
」
が
有
効
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
た
結
果
で
あ
っ

こ。f
 ま
た
、
信
管
装
置
に
つ
い
て
は
、
「
す
べ
て
の
集
束
弾
は
、
目
標
上

空
五

0
0
0
フ
ィ
ー
ト
（
約
一
五

0
0メ
ー
ト
ル
）
で
解
束
す
る
信
管
を

付
す
こ
と
と
さ
れ
」
、
「
M
4
7
A
2
弾
は
、
弾
頭
に
瞬
発
信
管
を
付
す
こ

と
と
さ
れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
投
下
間
隔
管
制
装
置
は
、
「
M
4
7

弾
に
つ
い
て
は
一

0
0
フ
ィ
ー
ト
（
約
一
―

10メ
ー
ト
ル
）

E
4
6
集
束
弾
は

五
0
フ
ィ
ー
ト
（
約
一
五
メ
ー
ト
ル
）
に
セ
ッ
ト
さ
れ
た
」
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
「
焼
夷
弾
の
撒
載
、
信
管
の
装
置
お
よ
び
投
下
間
隔

管
制
装
置
は
、
集
束
弾
が
解
束
す
る
の
に
最
適
の
高
度
、
目
標
へ
の
適

切
な
投
弾
密
度
」
を
考
慮
し
て
各
都
市
と
と
に
選
ば
れ
た
。

こ
の
姫
路
空
製
で
使
用
さ
れ
た

M
4
7
A
2
弾
と
い
う
の
は
、
一

0
0

ポ
ン
ド
（
四
五
キ
ロ
）
の
炸
裂
型
膠
化
ガ
ソ
リ
ン
焼
夷
弾
で
あ
り
、

M
6
9

は
六
ポ
ン
ド
（
ニ
・
七
キ
ロ
）
の
尾
部
噴
射
、
油
脂
焼
夷
弾
で
あ
る
。
ま

た
E
4
6
集
束
弾
と
い
う
の
は
、

M
6
9
を
内
蔵
し
た
も
の
で
あ
る
。

M
4
7

は、

M
6
9
よ
り
も
は
る
か
に
大
型
で
あ
り
、
投
下
さ
れ
る
と
建
物
の
屋

根
を
突
き
抜
け
爆
発
し
て
即
座
に
大
き
な
火
災
を
起
こ
し
、
日
本
側
の

消
火
体
制
を
混
乱
に
お
ち
い
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
こ
の
火

二
箇
群
は

M
6
9
弾
を
内
蔵
す
る
集
束
弾
を
搭
載
す
る
こ
と
と
さ
れ

た。
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災
が
後
続
機
に
各
目
標
点
を
示
す
の
に
効
果
的
で
あ
っ
た
の
で
、

B
2
9

の
日
本
本
土
空
襲
の
際
に
は
、
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
先
導
機
は
こ

の
M
4
7
を
投
下
し
た
。
「
戦
術
作
戦
任
務
報
告
」
で
も
「
M
4
7
A
2
弾

を
搭
載
し
た
飛
行
機
は
、
目
標
に
印
を
つ
け
る
た
め
最
初
に
投
弾
す
る

も
の
と
さ
れ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
先
導
機
が

M
4
7
を
投
下
し
た
あ
と
、

後
続
の
主
力
部
隊
は
ほ
と
ん
ど
六
ポ
ン
ド
（
ニ
・
七
キ
ロ
）
の

M
6
9
尾
部

噴
射
、
油
脂
焼
夷
弾
の
集
束
弾
を
使
用
し
た
。
七
月
三
日

l
四
日
空
製

に
お
い
て
も
、
四
都
市
に
対
す
る
各
―
二
機
の
先
導
機
は
各
々

M
4
7
の

搭
載
を
命
ぜ
ら
れ
、
高
松
、
高
知
、
姫
路
に
対
し
て
は

M
6
9
が
使
わ
れ

て
い
る
。

M
4
7
で
日
本
側
を
混
乱
に
追
い
こ
ん
だ
あ
と
、
小
型
の

M
6
9

を
大
星
に
投
下
し
、
目
標
地
域
に
大
火
災
を
誘
発
す
る
作
戦
で
あ
っ
た
。

M
6
9
は
一
九
四
二
年
、
燃
え
や
す
い
家
屋
が
密
集
し
た
日
本
本
土
の
都

市
攻
撃
用
と
し
て
ア
メ
リ
カ
軍
が
開
発
し
た
兵
器
で
あ
る
。
細
長
い
六

角
形
の
金
属
筒
で
、
直
径
八
セ
ン
チ
、
長
さ
五

0
セ
ン
チ
、
弾
頭
に
ナ

。
ハ
ー
ム
剤
と
い
う
ゼ
リ
ー
状
油
脂
の
充
填
し
た
薬
室
が
あ
り
、
弾
尾
に

は
長
い
麻
布
製
の
リ
ボ
ン
が
つ
い
て
い
た
。
こ
の

M
6
9
を
一
六
発
ず
つ

三
本
の
束
と
し
て
、
つ
ま
り
四
八
発
を
内
蔵
し
て
一
個
の
大
型
焼
夷
弾

（五

0
0ポ
ン
ド
の
集
束
焼
夷
弾
、
E
2
8
、
E
4
6
な
ど
）
と
し
て
、

B
2
9
に
諮

載
さ
れ
た
と
い
う
。
集
束
焼
夷
弾
は
、
空
中
で
時
限
信
管
に
よ
り
破
裂

し
て
、
四
八
発
の

M
6
9
弾
に
分
解
す
る
。
こ
の
時
弾
尾
の
リ
ボ
ン
に
火

が
つ
く
の
で
、
空
中
に
火
の
雨
が
降
る
よ
う
に
見
え
た
の
で
あ
る
。
七

月
三
日

l
四
日
空
襲
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
集
束
焼
夷
弾
は
、
目
標
上

姫
路
空
襲
の
た
め
に
発
進
し
た
の
は
、
第
三
一
三
航
空
団
先
導
機
一

二
機
、
主
力
部
隊
九
五
機
、
あ
わ
せ
て
一
〇
七
機
で
あ
る
。
一
番
機
が

テ
ニ
ア
ン
基
地
を
飛
び
立
っ
た
の
は
、
ほ
ぼ
作
戦
命
令
ど
お
り
三
日
午

後
四
時
二
三
分
、
最
終
機
は
午
後
五
時
四
九
分
で
あ
っ
た
。

四

空
五

0
0
0
フ
ィ
ー
ト
（
約
一
五

0
0メ
ー
ト
ル
）
で
解
束
す
る
よ
う
に

信
管
を
つ
け
る
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
一
五

0
0
メ
ー
ト

ル
上
空
か
ら
、
三

0
メ
ー
ト
ル
お
き
に
四
八
発
に
わ
か
れ
た

M
6
9
弾
が

降
り
そ
そ
ぐ
よ
う
に
信
管
が
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

「
戦
術
作
戦
任
務
報
告
」
に
よ
る
と
、
姫
路
空
襲
の
場
合
の
第
三
一

三
航
空
団
の
一
機
の
搭
載
可
能
限
度
罹
は
、
一
万
六

0
0
0
ポ
ン
ド

（
七
二

0
0キ
ロ
）
、
平
均
は
一
万
五

0
0
0
ポ
ン
ド
（
六
七
五

0
キ
ロ
）
と

予
想
さ
れ
て
い
た
＂
当
日
、
姫
路
を
爆
撃
し
た
の
は
一
〇
六
機
で
あ
っ

た
。
こ
の
一
〇
六
機
が
合
計
七
六
七
・
一
ト
ン
の
焼
夷
弾
を
投
下
し
た

と
報
告
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
実
際
に
は
一
機
あ
た
り
約
七
二
四

0
キ
ロ

を
積
ん
で
い
た
と
い
う
計
算
に
な
り
、
可
能
限
度
董
以
上
搭
載
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
，
ア
メ
リ
カ
軍
は
、
姫
路
を
一
・
九
二
平
方
マ
イ
ル
（
約

四
九
七
ヘ
ク
タ
ア
ー
ル
）
の
広
さ
と
計
算
し
て
い
た
か
ら
、
一

0
0
メ
ー

ト
ル
四
方
(
-
ヘ
ク
タ
ア
ー
ル
）
あ
た
り
約
一
五
四

0
キ
ロ
の
爆
弾
が
降

り
そ
そ
い
だ
わ
け
で
あ
る
。

攻
撃
成
果
と
日
本
軍
の
抗
戦

- 21 -



テ
ニ
ア
ン
島
の
基
地
を
発
進
し
た
第
三
一
三
航
空
団
の
一
〇
七
機
は
、

硫
黄
島
上
空
を
経
て
、
北
西
進
し
、
徳
島
県
網
代
崎
東
方
海
上
の
大
島

（
北
緯
三
三
度
三
八
分
東
経
一
三
四
度
二
九
分
）
を
陸
地
確
認
点

(
l
a
n
d
f
a
l
l
)

と
し
、
四
国
上
空
を
北
西
進
し
、
香
川
県
馬
が
鼻
（
北
緯
三
四
度
ニ
―
分

東
経
一
三
四
度
一
五
分
）
を
進
入
点

(initial
p
o
i
n
t
)

と
し
て
北
東
の
方
向

に
あ
る
姫
路
市
の
上
空
に
侵
入
し
て
苔
た
。
片
道
約
二
四

0
0
キ
ロ
に

お
よ
ぶ
航
程
で
あ
っ
た
。

陸
地
確
認
点
で
あ
る
大
島
に
到
達
し
た
の
は
、
一
番
機
が
三
日
午
後

―
一
時
二
六
分
、
最
終
機
が
四
日
午
前
一
時
二
分
、
目
標
上
空
高
度
一

万
一

0
0
フ
ィ
ー
ト
（
約
三
一

0
0メ
ー
ト
ル
）
か
ら
一
万
一
五

0
0
フ

ィ
ー
ト
（
約
三
五

0
0メ
ー
ト
ル
）
か
ら
、
投
弾
し
た
の
は
三
日
午
後
一

一
時
五

0
分
か
ら
四
日
午
前
一
時
二
九
分
に
か
け
て
で
あ
っ
た
。
発
進

し
た
の
は
先
導
機
―
二
機
、
主
力
部
隊
九
五
機
で
あ
っ
た
が
一
機
は
整

備
不
良
の
た
め
戦
線
を
離
脱
し
、
実
際
に
爆
撃
に
参
加
し
た
の
は
一
〇

六
機
で
あ
っ
た
。

爆
撃
後
の

B
2
9
は
目
標
上
空
で
左
旋
回
し
、
明
石
、
神
戸
の
防
衛
陣

地
を
避
け
て
脱
去
し
、
テ
ニ
ア
ン
基
地
に
帰
投
し
た
の
は
、
四
日
午
前

六
時
五
分
か
ら
七
時
三
二
分
に
か
け
て
、
往
復
―
I

i

一
時
間
半
に
及
ぶ
長

距
離
爆
撃
行
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
実
施
さ
れ
た
姫
路
空
襲
の
戦
果
に
つ
い
て
、
「
戦
術
作
戦

任
務
報
告
」
で
は
、
姫
路
市
の
一
・
ニ
―
六
平
方
マ
イ
ル
（
約
三
一
五

ヘ
ク
タ
ア
ー
ル
、
市
街
地
の
約
六
三
・
―
―
―
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
据
害
を
与
え
、
六

月
二
二
日
に
与
え
た
の
と
あ
わ
せ
、
一
•
四
七
六
平
方
マ
イ
ル
（
約
―
―
―

八
ニ
ヘ
ク
タ
ア
ー
ル
、
全
市
街
地
一
・
九
二
平
方
マ
イ
ル
の
七
六
・
七
パ
ー
セ
ン

⑧
 

ト
）
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
と
報
告
し
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、
都
市

市
街
地
域

(
u
r
b
a
n
b
u
i
l
t
 
u
p
 a
r
e
a
)

の
損
害
は
、
一
・
―
二
九
平
方
マ

イ
ル
（
約
二
九
ニ
ヘ
ク
タ
ア
ー
ル
）
、
工
場
地
域
の
損
害

(
I
n
d
u
s
t
r
i
a
l
D
aー

m
a
g
e
)

は

O・
三
四
七
平
方
マ
イ
ル
（
約
九
〇
ヘ
ク
タ
ア
ー
ル
）
と
な
っ

て
い
る
。
都
市
市
街
地
域
と
は
、
姫
路
城
を
と
り
囲
ん
だ
住
宅
・
商
業

地
区
で
あ
り
、
姫
路
城
の
南
部
に
東
西
に
伸
び
た
地
域
で
あ
る
。
ま
た
、

被
災
地
域
は
市
街
地
の
南
部
、
東
部
に
集
中
し
て
お
り
、
北
部
、
南
西

部
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
都
市

市
街
地
域
を
わ
ざ
わ
ざ
、
住
宅
・
商
業
地
区
と
こ
と
わ
り
、
そ
の
損
害

に
言
及
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
空
襲
が
一
般
民
家
を
焼
き
払
い
、

非
戦
闘
員
で
あ
る
一
般
市
民
を
災
熱
地
獄
に
お
と
し
い
れ
る
無
差
別
爆

撃
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

同
夜
の
他
都
市
へ
の
攻
撃
成
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
高
松
へ
は

発
進
機
一
三

0
機
（
空
海
救
助
機
二
機
を
含
む
）
、
爆
撃
機
―
一
六
機
、
四

日
午
前
二
時
五
六
分
か
ら
四
時
四
二
分
に
か
け
て
八
三
三
・
一
ト
ン
を

投
下
、
一
・
四
平
方
マ
イ
ル
（
約
三
六
ニ
ヘ
ク
タ
ア
ー
ル
、
市
街
地
の
七
八

パ
ー
セ
ン
ト
）
を
破
壊
。
高
知
へ
は
発
進
機
一
三
一
機
（
空
海
救
助
機
ニ

機
を
含
む
）
、
爆
撃
機
―
二
五
機
、
四
日
午
前
一
時
五
二
分
か
ら
二
時
五

二
分
に
か
け
て
一
〇
六
0
•
八
ト
ン
を
投
下
、
O
•
九
二
平
方
マ
イ
ル

（
約
二
三
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
人
口
密
集
地
域
の
四
八
。
ハ
ー
セ
ン
ト
）
を
破
壊
。
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徳
島
へ
は
発
進
戦
一
三
七
機
、
爆
撃
機
―
二
九
機
、
四
日
午
前
一
時
ニ

四
分
か
ら
三
時
一
九
分
に
か
け
て
一
0
五
0
•
八
ト
ン
を
投
下
、
一
・

七
平
方
マ
イ
ル
（
約
四
四
〇
ヘ
ク
タ
ア
ー
ル
、
市
街
地
の
七
四
パ
ー
セ
ン
ト
）

を
破
壊
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
姫
路
の
場
合
、
四
都
市
中
一
番
少
な

い
爆
撃
投
下
量
で
、
他
都
市
と
同
程
度
の
破
壊
を
こ
う
む
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
日
本
側
の
資
料
で
あ
る
兵
庫
県
土
木
部
計
画
課
発
行
の
『
復

興
誌
」
に
よ
る
と
、
二
回
の
大
空
襲
で
、
「
罹
災
面
積
八
七
七
、

0
0

0
坪
（
約
二
九
〇
ヘ
ク
タ
ア
ー
ル
）
、
罹
災
者
五
七
、
四
六
六
人
、
死
者
五

④
 

一
九
人
、
傷
者
五
一
六
人
」
の
被
害
を
う
け
た
と
し
て
い
る
。

こ
の
空
襲
に
対
す
る
日
本
側
の
反
撃
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
第
ニ
―
爆
撃
機
軍
団
は
、
敵
の
戦
闘
機
の
反
撃
は
、
「
お
よ
そ

二
0
か
ら
二
五
機
の
迎
撃
機
が
、
と
く
僅
か
な
反
撃
を
試
み
る
と
思
わ

れ
た
」
と
推
測
し
て
い
る
。

敵
の
対
空
砲
火
に
つ
い
て
は
、
す
ぺ
て
の
作
戦
任
務
で
の
攻
撃
高
度

が
一
万
フ
ィ
ー
ト
（
約
三

0
0
0メ
ー
ト
ル
）
に
指
定
さ
れ
た
の
は
、
高

射
砲
を
考
慮
し
た
結
果
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
姫
路
に
つ
い
て
は
、

「
二
三
の
重
砲
、
二
四
の
中
口
径
砲
、
五
機
の
照
空
燈
」
に
守
ら
れ
て

は
い
る
が
、
「
ほ
と
ん
ど
効
果
が
な
い
」
防
衛
体
制
と
考
え
て
い
た
。

そ
し
て
実
際
の
反
撃
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
「
敵
の
戦
闘
機
の
反

撃
」
に
つ
い
て
「
高
松
ー
高
知
ー
姫
路
ー
徳
島
の
夜
間
爆
撃
で
、
た
っ

た
二

0
機
の
迎
撃
機
と
遭
遇
し
た
」
だ
け
で
、
「
日
本
機
が
八
回
攻
撃

し
」
、
「
B
2
9
一
機
が
敵
の
戦
闘
機
と
高
射
砲
の
連
携
に
よ
っ
て
損
害
を

受
け
た
」
と
記
し
て
い
る
。

「
対
空
砲
火
」
に
つ
い
て
は
、
「
目
標
へ
の
途
中
、
家
島
群
島
（
西
島
、

家
島
、
男
鹿
島
、
坊
勢
島
）
で
貧
弱
で
不
正
確
な
中
口
径
砲
と
＿
重
砲
の
高

射
砲
に
遭
遇
」
し
、
「
目
標
上
空
で
の
高
射
砲
は
、
貧
弱
で
不
正
確
な

中
口
径
砲
と
重
砲
、
ほ
と
ん
ど
が
中
口
径
砲
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
「
こ
の
作
戦
任
務
で
は
一
機
も
失
な
わ
ず
、
一
〇
六
機
中
一
機

だ
け
が
高
射
砲
で
損
害
を
こ
う
む
っ
た
」
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
日
本

軍
の
反
撃
は
、
全
く
と
い
っ
て
よ
い
程
効
果
が
な
か
っ
た
。

な
お
、
こ
の
日
の
全
作
戦
任
務
に
お
い
て

B
2
9
三
機
が
失
わ
れ
、
四

機
が
破
損
し
た
。
し
か
し
、
失
わ
れ
た
三
機
は
共
に
、
日
本
軍
側
の
反

撃
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
軍
側
の
損
害
は
非
常
に
少

な
く
、
戦
果
は
多
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
O
)
七
月
五
日
付
の
朝
日
新
聞
（
大
阪
本
社
版
）

の
一
面
の
見
出
し
に
、
「
B
2
9
二
百
五
十
、
五
群
で
侵
入
、
姫
路
、
高

松
、
徳
島
、
高
知
を
焼
、
爆
撃
」
と
あ
る
。
連
日
の
空
襲
の
せ
い
か
、

あ
ま
り
大
き
く
取
り
上
げ
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
同
じ
日
の
神
戸
新
聞

の
一
面
に
は
、
「
B
2
9
中
小
都
市
を
頻
襲
、
二
百
五
十
波
状
侵
入
、
姫

路
を
夜
間
焼
爆
撃
、
高
松
、
徳
島
、
高
知
に
も
」
、
二
面
に
は
、
「
白
鷺

魂
不
滅
の
挑
戦
、
覚
悟
の
空
襲
だ
、
来
れ
／
．
い
ざ
お
次
は
い
つ
ぞ
」

五

お

わ

り

に
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等
勇
ま
し
い
見
出
し
が
な
ら
ん
で
い
る
。

中
部
軍
管
区
司
令
部
（
陸
軍
）
大
阪
警
備
府
（
海
軍
）
は
、
四
日
午
前

-
0時
、
次
の
よ
う
に
発
表
し
た
。

一
、
南
方
基
地
の
敵

B
2
9
約
二
百
五
十
機
は
七
月
三
日
深
更
よ
り

四
日
未
明
に
か
け
て
五
群
に
分
れ
て
管
区
内
数
地
域
に
波
状
侵
入

せ
り
。

二
、
敵
の
攻
撃
を
う
け
た
る
地
区
次
の
通
り
。
若
狭
湾
お
よ
び
大

阪
湾
、
山
口
西
部
沿
岸
に
機
雷
投
下
。
姫
路
、
高
松
、
徳
島
、
高

知
各
市
に
焼
夷
弾
並
に
爆
弾
投
下
。

三
、
損
害
お
よ
び
戦
果
は
調
査
中
。

四
、
敵
は
今
後
な
ほ
中
小
都
市
の
攻
撃
を
続
行
す
べ
き
こ
と
を
以

て
被
害
涼
少
に
関
し
予
め
準
備
を
必
要
と
す
。

B
2
9
二
五

0
機
と
は
、
ア
メ
リ
カ
軍
側
の
数
字
と
は
余
り
に
も
差
が

あ
り
す
ぎ
る
。
実
際
は
機
雷
投
下
作
戦
に
従
事
し
た
の
を
省
い
て
も
、

爆
撃
機
数
四
七
六
機
で
あ
っ
た
。
日
本
の
大
本
営
の
発
表
の
常
と
し
て
、

来
襲
機
数
を
過
少
に
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
「
被
害
減
少
に
関
し
予
め

準
備
を
必
要
と
す
」
と
は
お
よ
そ
空
襲
の
実
態
を
無
視
し
た
談
話
で
あ

っ
た
。
こ
の
日
か
ら
約
一
か
月
半
、
同
じ
よ
う
な
空
襲
が
各
地
を
襲
い
、

日
本
全
土
を
焦
土
と
化
し
て
い
っ
た
。

以
上
で
、
一
九
四
五
年
七
月
三
日
深
夜
か
ら
四
日
未
明
に
か
け
て
の

姫
路
空
襲
に
つ
い
て
の
ア
メ
リ
カ
軍
の
戦
術
作
戦
任
務
報
告
の
紹
介
を

終
え
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
戦
術
作
戦
任
務
報
告
は
ア
メ
リ
カ
軍
の
資

④
 

③ ③ ①
 

料
の
一
部
で
あ
り
、
姫
路
空
襲
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
な
お

一
層
日
米
双
方
の
公
式
資
料
の
解
明
、
新
聞
記
事
の
収
集
、
体
験
の
聞

き
と
り
等
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
各
方
面
か
ら
の
御
指
導
、
御
教
示
を

お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

注『
米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
報
告
書
』
の
地
66
「
B
2
9
部
隊
の
対
日
戦
略
撃
撃

作
戦
」
（
一
九
四
七
年
刊
）
、
『
東
京
大
空
襲
・
戦
災
誌
』
第
三
巻
（
東
京
大

空
襲
を
記
録
す
る
会
、
一
九
七
三
年
刊
）
に
訳
載
、
八
七
三
ペ
ー
ジ

同
前
、
八
七
五
ペ
ー
ジ

第
二
〇
航
空
軍

(
B
2
9
部
隊
）
『
日
本
本
土
爆
撃
詳
報
』
（
地
域
別
）
、
『
東
京

大
空
製
戦
災
誌
』
に
よ
れ
ば
、
破
壊
地
域
は
、
一
・
四
八
平
方
マ
イ
ル
、
全

市
に
対
す
る
破
壊
の
割
合
は
七
一
・
七
。
ハ
ー
セ
ン
ト
、
計
画
に
対
す
る
割
合

は
―
ニ
―
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
て
い
る
。

兵
庫
県
土
木
部
計
画
課
、
『
復
興
誌
』
一
九
五
0
年
、
六
ペ
ー
ジ

（一
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